
地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

飯田市は、日本のほぼ中央に位置し、長野県の最南端、いわゆる伊那谷の中心都市である。人口は約9万6千人、面
積は約659ｋ㎡、東に南アルプス、西に中央アルプスがそびえ、中央を天竜川が南流し、山すそは扇状地と段丘が広が
り、標高差2,700ｍを超える日本最大級の谷地形の中にある。
広大な市域に都市部、郊外、過疎地域を含む中山間地域など多様な特性を持った地域であることから、地域公共交通
についても全市一律の対応とはせず、それぞれの地域特性に応じたきめ細やかな運行に取り組んでいる。地域公共
交通網は、中心市街地（JR飯田駅）から放射状に展開しており、郊外、過疎地域を含む中山間地域まで広く運行してい
る。
通勤通学の時間帯は、バスによる路線定期運行を行い、高齢者等が通院や買い物に利用する昼間の時間帯は、デマ
ンド型交通の乗合タクシーを運行することにより、効率的な運行体系を実現する。
今後、高齢者の増加が考えられることから、高齢者の使いやすい方法や、乗合タクシーの使い方の周知を行うことによ
り、新たな利用者の獲得を目指す。
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